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二
〇
一
九
年
度
（
第
２２
年
度
）
通
常
総
会
終
了 

 

子
ど
も
自
身
が
、
自
ら
の
生
き
る
権
利
を
知
り
・
学
べ
る

社
会
へ
、
お
と
な
が
責
任
を
も
っ
て
扉
を
開
け
よ
う
！ 

●2019年度通常総会報告 

日にち：2019年 6月 12日(木) 

時間：13時 30分～16時 

場所：千葉市民会館特別会議室 

出席者：正会員 46名中 46名出席  

うち委任・書面表決 9名  

オブザーバー16名 

すべての議案が全会一致で承認さ

れました。 

●
文
化
芸
術
を
活
用
し
、
子
ど
も
自
身
の
自
己

肯
定
感
・非
認
知
能
力
を
獲
得
す
る
活
動 

 

①
文
化
庁
受
託 

令
和
元
年
度
文
化
芸
術
に
よ
る

子
供
育
成
総
合
事
業 

 

 

＊
県
内
７５
校
実
施
す
る
芸
術
家
派
遣
事
業 

 

②
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業 

＊
「
病
院
や
児
童
福
祉
施
設
に
い
る
子
ど
も
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
の
た
め
の
あ
そ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
」 

＊
「
子
ど
も
の
あ
そ
び
★
ア
ー
ト
体
験
ひ
ろ
ば
」 

  

③
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成 

＊
乳
・
幼
児
と
そ
の
親
、
子
ど
も
が
出
会
う
は
じ
め
て

の
お
し
ば
い 

  

④
行
政
・
地
域
連
携
の
乳
幼
児
対
象
新
規
事
業
の
研
究 

 

＊
「
乳
幼
児
と
養
育
者
の
笑
顔
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
あ
ー
と
」
試
行 

 
 

 

●
子
ど
も
や
養
育
者
に
寄
り
添
い
「
「傾
聴
」 

に
よ
る
当
事
者
を
支
え
る
活
動 

①
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
千
葉 

②
マ
マ
パ
パ
ラ
イ
ン
ち
ば 

 

■
各
地
で
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
後
を
絶
た
ず
、
県
内
で

も
野
田
市
で
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
届
く
こ
と
な
く
痛

ま
し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
虐
待
だ
け
で
な
く
、
不

適
切
な
養
育
や
い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
等
々
、
様
々

な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
な
が
ら
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、

ま
た
「
話
し
て
も
変
わ
ら
な
い
」
と
あ
き
ら
め
、
あ
る

い
は
「
相
談
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
す
ら
思
い
至
ら
ず

に
、
自
分
を
責
め
、
無
力
感
、
孤
独
感
に
陥
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
千

葉
」
に
も
、
子
ど
も
の
リ
ア
ル
な
声
が
届
き
ま
す
。 

 ■
全
て
の
子
ど
も
は
、
児
童
福
祉
法
第Ⅰ

条
（
児
童
福

祉
の
理
念
）
で
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精
神
に
の
っ

と
り
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
が
優
先
さ
れ
、
安
全
に

安
心
で
き
る
環
境
の
も
と
で
育
つ
こ
と
が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
改
正
児
童
虐
待
防
止
法
が
６
月
に
成
立

し
、
「
親
権
者
の
し
つ
け
に
際
し
体
罰
を
加
え
て
は
な

ら
な
い
」
と
し
、
虐
待
の
社
会
的
予
防
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
法
律
上
の
整
備
と
併
せ
て
実
現
す
べ

き
こ
と
は
、
子
ど
も
自
身
が
、
自
ら
の
生
ま
れ
持
っ
て

い
る
権
利
に
つ
い
て
知
り
、
学
ぶ
機
会
が
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
こ
そ
が
社
会
的
予
防
の
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。 

■
子
ど
も
の
権
利
条
約
第
４２
条
（
条
約
の
公
報
義
務
）

で
は
、
国
や
県
が
こ
の
条
約
の
原
則
を
大
人
や
子
ど
も

た
ち
に
広
く
知
ら
せ
る
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。 

千
葉
県
に
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
県
民
参
加
で
作
成
し
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
が
大
切
に
さ
れ
る
千

葉
県
を
作
る
た
め
の
指
針
」
を
基
に
作
ら
れ
、
児
童
養

護
施
設
に
入
所
し
た
児
童
に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
子
ど

も
の
権
利
ノ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
た
ノ
ー
ト
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
県
内
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
事
者
で

あ
る
子
ど
も
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
自
身

が
変
化
の
担
い
手
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
親
の
意
識

も
か
わ
り
、
や
が
て
社
会
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
き
、

社
会
全
体
に
虐
待
や
体
罰
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
侵
害

を
許
さ
な
い
環
境
が
醸
成
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

令
和
元
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

が
子
ど
も
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
子
ど
も
が
持
っ
て
い

る
権
利
を
、
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
に
知
ら
せ
る
こ
と
を

行
政
に
も
要
望
し
、
子
ど
も
関
係
団
体
と
連
携
し
て
ね
ば

り
強
く
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

子
ど
も
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
、
個
人
、
こ
ど
も
人
権
ネ
ッ

ト
ち
ば
と
の
連
携 

 

２
０
１
９
年
度
の
事
業
計
画 

■
２
０
１
９
年
度
総
会
に
お
い
て
、
２
年
間
の
事

業
の
後
半
期
の
重
点
課
題
と
し
て
、
全
て
の
事
業

に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
と
子
ど
も
観
を

入
れ
込
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

★
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

１１
月
１６
・
１７
日
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
９
」
を
子
ど
も
の
権
利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
な
ど

が
実
行
委
員
会
を
組
み
、
「
広
げ
よ
う
！
子
ど
も
の
権
利

条
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
共
通
の
ロ
ゴ
を
使
い
な
が
ら
、

東
京
都
の
文
教
学
院
大
学
で
行
い
ま
す
。
ご
参
加
を
。 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子どもの権利条約の

草案がポーランド政

府からだされる

国際児童年
児童の権利宣言

20周年

子どもの権利条約
国連で採択

11月 20日を

世界子どもの日とする

日本批准

１５８番目の批准

武力紛争への子ど
もの関与に関する
選択議定書

兵士としてよい年齢を

15 才から 18 才にひき

あげ。日本批准

子どもの売買。子どもの買春

および子どものポルノに関

する選択議定書。 日本批准

子どもの貧困対策法成立

日本の子どもの貧困は 5,5人に 1人

（60％所得基準）

7人に 1人（50％所得基準）

子どもの貧困率 13.9％

児童虐待防止法改正

子どもへの虐待が大きな問題となっている。

国連は、しつけと称し日本は子どもへの体罰を容

認していると指摘してきた。親の子どもへの体罰

を禁止するとともに、児童相談所の体制強化を盛

り込んだ改正児童虐待防止法、改正児童福祉法が

6月 19日に成立し、来年 4月から施行されるこ

とになった。

児童福祉法改正

子どもの権利条約を基本理念

として明記。権利の主体として

位置付け
⼦どもの最善の利益 第 3条
ありとあらゆる取組について「子どもの成長にと

って一番いいこと」を子どもとともにしっかり考

え保障することであり、条約の基本精神。

⽣命・⽣存・発達の権利
第 4-10、14、18、20、22−32、42条

子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十分

に伸ばして成長できるよう医療、教育、生活への

支援などを受けることを保障

「生きる権利・育つ権利」「名前・国籍をもつ権利」「親と引き離

されない権利」「健康・医療への権利」「社会保障を受ける権利」

「教育を受ける権利」「経済的搾取・有害な労働からの保護」

差別の禁⽌ 第 2条
子ども自身や親の人種、性別、意見、障がい、経

済状況など、どんな理由でも差別されず、条約の

定めるすべての権利を保障

⼦どもの意⾒の尊重 第 4、12-17条
自分に関係のあることがらについて自由に意見を

表すことができ、おとなはその意見を子どもの発

達に応じて充分に考慮する。

「意見を表す権利」「表現の自由」「思想・良心・宗教の自由」「プ

ライバシー・名誉は守られる」「適切な情報の入手」など

ここからは国内法で整備されたところ

「子どもの最善の利益」を実現する場と考えます。

かけてきた子どもの気持ちに寄り添い、気持ちを

まるごと受け止める。子どもの力を信じて、子ど

もの中にある解決する力を援助していきます。

子どもたちには自分の気持ちや願いを自由に伝え

る権利があります。聴くのが大人の役目です。

「あなたをひとりにしない・させない」養育者

のための傾聴電話は、IT 環境の変化もあり、人

間関係づくりが困難さを増し、ともすれば孤立

感、不安、イライラ感を抱えがちな今、行政と

連携しての、民間ならではの「子どもへの虐待

の未然防止」の役割も担っています。 ２



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

児童の権利に関する

ジュネーブ宣言

世界人権宣言
すべての人は平等で

あり、それぞれが同

じ権利をもつとした

宣言

児童の権利宣言
子どもは子どもとし

ての権利をそれぞれ

⽣存（⽣きる権利）
・命を大切にされること
・防げる病気などで命をうばわれないこと
・病気やけがをしたら治療を受けられること
・人間らしく生きていくための生活水準が守ら
れること

発達（育つ権利

保護(守られる権利)
・あらゆる種類の虐待や放任、搾取、有害労
働などから守られること

・障がいのある子どもや少数民族の子どもな
どは特に守られること

参加（参加する権利）
・

・
・成長に必要となる情報が提供され、子どもに
とってよくない情報から守られること

３

2019 年は、すべての子どもに人権を保障する「子ど

もの権利条約」が国連で採択されてから 30年、日本

が批准して 25 年にあたります。現在、196 の国と地

域が批准し、子どもに関する法律や政策を改め、予

算を増やし、世界の子どもたちの状況の改善に大き

な役割を果たしてきました。一方、多くの子どもが

いじめや差別、虐待、搾取などにさらされ、安全で

安心できる環境が奪われ“子どもらしく生きること”

ができていません。

2015年、国連総会で「持続可能な開発目標（SDGｓ）

が誕生しました。子どもたちへの投資を進めること

を約束し、子どもたちを“重要な変化の担い手”と

位置づけました。子どもたちは“守られる”べき存

在であると同時に持続可能な社会を私たちと一緒に

築いていてく“主役”です。

第 1回（1998年）

行政と NGOとの緊密な対話・協力の必要性 伝統的な子ども観を

変える広報 競争主義的な教育制度の見直し

第 2回（2004年）

「権利基盤的アプローチ」の必要性 自治体の前向きなとりくみが

歓迎・評価される（現在約 50自治体に条例）

子どもの自己決定的権利が強調される

第 3回（2010年）

子どもの貧困・格差ならびに家庭環境の問題に焦点 遊び、余暇お

よび文化的芸術的活動への勧告 包括的な子どもの権利法が制定

されていないこと

第 4.5回（2019年）

「だれも取り残さない！」という、持続可能な開発目標（SDGｓ）

との関連が強調されている。4つの基本原則および家庭環境・代替

的養護に踏み込んだ勧告 原発事故の影響、気候変動への対応など

新たな問題もとりあげられている。

第 31条では、すべての子どもが休息・余暇・遊び

および文化的芸術的生活に自由に参加できる機会

を保障されるべきとなっています。例えどんな環

境にいる子もたちでも遊びや舞台芸術にふれるこ

とは成長発達に欠かせない糧です。たっぷり遊ん

だり、ゆっくり過ごす時間はとても大切です。

授業の中で、子どもたちはさまざまなジャンルの

芸術家の実技披露、指導を受け、遊び心いっぱい

に、自由に自分らしく表現しています。次世代を

担う子どもたちが伝統芸能のすばらしさにふれた

り、仲間と協力して体を動かしたり演じたりする

活動を通して感動し、コミュニケーション力を高

めています。



隣の人と二人組になって向い合せになる。
＊ソーメンやソーメンや…。おしたじかけて、お
からみかけて 奥の方へこちょこちょこちょ。
くすぐり遊びは女の子に必要。 体の中をぎゅと
締める。 体を柔らかくする。 ＜静岡＞

＊鼻鼻、目 鼻鼻、口 鼻鼻 頭 鼻鼻 耳
二人～輪になってまちがったら抜ける＜千葉＞

＊うんこがたり 母音と子音が混じっている
赤ちゃんと正面で生まれて初めての声のコミュ
ニケーション。目と目を合わす距離感で 近すぎ
ず遠すぎず。誰かがやってみせると覚える

＊2～3 か月 てんこてんこてんこ 必ず目を
見る 自分の体であそぶ ニギニギニギ

＊5～6 か月 アップアップ
声をだしていく れーろ れろれろ

＊1歳前後 両手をあげてバンザーイ
＜遠野のわらべ歌＞ 阿部ヤヱさんが伝承

４



大沢愛さん わらべうた 人形に触れて交流 納富さん ウレタン人形

【2019年度 乳幼児とその親のためのはじめてのおしばい】

～乳幼児と養育者・家庭に、関係機関と連携して届けたい！～

芸術の力によって、乳幼児の驚くべき力を発見しよう！

1 コミュニティ長柄 8/15（木）10:00～ ○大沢愛 わらべうた
コミュニティ長柄職員、保育士、子

どもの発達専門家 長柄町

2 ほうゆうベビーホーム 8/20（火）10:00～ ○大沢愛 わらべうた
ほうゆうベビーホーム職員、保育

士、子どもの発達専門家

3 君津赤ちゃんの家 8/21（水）10:00～ ○大沢愛 わらべうた
君津赤ちゃんの家職員、保育士、専

門家 支援者 君津市

4
学校法人日吉台学園

日吉台幼稚園

9月 30日（月）

14:30～

〇人形劇団ののはな

納富俊郎・祥子

ののはなげきじょう

富里市 日吉台幼稚園職員、父母

地域住民 専門家

5
鎌ヶ谷市粟野児童センター

(子育て支援センター）

10月 1日(火）

10:00～

〇人形劇団ののはな

納富俊郎・祥子

ののはなげきじょう

鎌ヶ谷市子育て支援課 粟野児童セ

ンター職員 養育者 地域支援者

保健師 専門家等

乳・幼児とその親のためにつくられたプロのパフォーマーによる作品を、今年も届けます。乳幼児の喜ぶ笑顔

や表情、変化を捉え、大人が乳幼児のことを発見すること、親子のやさしい関係をつくる場、子育てしている

親同士の交流の場等になるよう、丁寧な話し合いをしながらすすめます。「衣・食・住」と同じくらい、生き

ていく上で大切な感じる心を育てる「アート」を、県内５か所で様々な機関との連携を拡げて実施します。

●わらべうた パフォーマー:大沢 愛さん

わらべうたは「人生の離乳食」と言われ、昔から全

国各地で、母から子どもへ、口伝えに引き継がれて

います。今でも思い出されるわらべうたをどなたも

もっています。昨今は CDなどの機械音でわらべうた

を子どもに聴かせる母親が多くなっています。が、

本来はお母さんやお父さんたちが、たとえオンチで

も「生の声」で、子どもの顔や表情を感じながら、優

しくゆったりと何度でも何度でも繰り返して口ずさ

むものです。そんな「わらべうた」を、親子で体験

し、ほっこりと笑顔になって、子どもの愛おしさを

感じます。わらべうたの世界は驚くほど魅力的で豊

かです。

●人形劇 パフォーマー:

人形劇団ののはな 納富俊郎さん・祥子さん

好きなことを、くりかえしくりかえし行う中で、かく

れていた能力が芽を出し、やがて花を咲かせる。これ

らは、非認知能力と言われ、IQ などの知識としての

認知能力とは違います。人間としての大きな成長の

力です。それは豊かな日常生活の中から生まれてく

るものです。人形劇は、瞳がキラキラ輝くきっかけづ

くりで、目の前で人形と生の声、歌で演じられる人形

劇に、乳幼児がくぎづけになり、指を指したり、手を

たたいたりします。人形の世界といっしょに心も体

もあそぶその姿はほほえましいものです。

５
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子どもは分けたがっても分けられたがってもいない

のに…。もしレストランやホテルで、「障害者は別なと

ころへ行って」と言われたら「ひどい、差別だ」、とい

う声が上がるのに、学校は分けることが当たり前の風景

になり、むしろそれが障害者には良いことだ、と思う方

が多くなるのではないかと心配しています。

一緒にいることを当たり前のこととして育つ子ども

たちは当たり前に本人の意思・気持ちを大切にしていま

す。できるかできないで決めるのではなく、「何がした

い？」と当たり前の問いかけをします。

そんな学校生活の様子を全国から集まって話す交流

集会「あたりまえにみんなのなかで」〜勝手に決めない

で！自分のことは自分で決めるから…〜を 8 月 24・25

日に千葉市で開催します。当会のブログ「千葉市地域で

生きる会」に案内を掲載しています。どなたでもご参加

いただけますのでお気軽にお越しいただき、子どもたち

の声を聞いていただければ嬉しいです。

私たちの会は、障害のある子もない子も一緒に地域で育

ち、学び、生きることを願って千葉市を中心に活動している市

民団体です。

「保育所や幼稚園に入りたい」「小中学校の普通学級で学

びたい」「普通高校で学びたい」「地域で暮らしたい」という、

ごく当たり前の思いを応援しています。どうしてこんな当たり

前のことに会が必要なのかというと、障害のある人が差別され

ていて、一緒に育ったり学んだりできない現実があるからで

す。私の子どもも「障害児は扱っていない」と言われて幼稚園

を断られた経験があります。障害児の親になって初めて見え

た差別の壁でした。

特に障害者差別のきつい「教育」に関しては相談も多く活

動のメインとなっています。会の特徴としては、障害の種別や

程度を一切問わないことと当事者主体であることです。子ども

を「障害児」ではなく権利の主体としての「一人の子ども」とし

て対応します。子どもは権利の主体。このベースのところで、

子ども劇場さんの運動と通じると思っています。今日本では、

分けられて別なところで学ぶ子どもが急増しています。

私は、小さな頃からいつも興味あることにはすぐ動

き、行動力はあったと思います。ですが、長続きせず「飽

きっぽい」と言われ、自身も「私は飽きっぽいのだ」と

思うことが負い目になっていました。

テレビから流れるアニメーション番組の虜になり、特

にお気に入りの主題歌は、姉と協力しながら紙に書き取

り嬉々と口ずさんでいました。そんな歌詞ノートは一冊

にとどまらず増えていきました。音楽は楽しい。文字通

り「音を楽しむ」音楽は、私の生活の中心にあり、いつ

しか負い目を心の奥に追いやってくれました。

二十歳でうたごえ喫茶ともしびと出会い、「青柳常夫

ふれあいコンサート」の三代目アシスタントとして全国

公演に多く出かけました。印象的な出会いは数え切れな

いほどあります。

私のライブの中で、「丸三角四角の造形あそび」に子

どもたち数人をその場で選び作ってもらうコーナーが

あります。「やってみたいひと～」の声かけに一斉に大

勢の子たちが手をあげます。大人たち、先生たちは不安

そうに見ています。選ばれた子どもたちが作り始める

と、不安から感嘆の声に変わっていきます。「何故、あ

の子を選んじゃうのかしら。無理よ」と思っていたのに、

そこには素敵な芸術が生まれていたのです。オーラとい

うか、その子自身も理解していない中での行動だと思っ

ています。作った絵にタイトルをつけようと、本人や他

の子どもたちに相談します。一番大切にしているのは、

本人からの言葉を待つこと。そして他の子どもたちの言

葉を応援として受け止めること。その瞬間、一人小さな

芸術家が生まれます。

子どもたちは大人の予想外の行動を多く取ります。静

かなマンドリン演奏の最中に小さな男の子が近寄り、弦

に手が伸び音が出なくなってしまいました。演者の顔を

じっと見つめながら、離したり押さえたりが続きます。

私はそのまま見守りました。回りにいた子ども劇場スタ

ッフも見守りました。お客様もドキドキしながらも見守

りました。そして演者はエア演奏を交えながら弾き終え

ました。その瞬間だけの素敵な演奏シーンが生まれまし

た。これは、福島の病院内でのライブ。重度の子どもた

ちや通院中の子どもたち、保護者との交流でした。止め

ずに見守ってくれた全ての人を抱きしめたくなりました

皆さんもきっとわかっているでしょう。行動する、待

つ、見守る、ことの何と難しくて、でも素敵なことを。

一人一人に限りない伸び幅があり、育ちあうのも豊かな

コミュニティあってこそ。
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14年ぶりの大型人形劇『アラビアンナイト～魔法のラ

ンプと明日のヒカリ～』（人形劇団むすび座）を、八千代

市市民会館大ホールをほぼ満席にして取り組みました。

演出の大野正雄さんとの事前交流会で、『アラビアンナ

イト』は、「けこみ」がある人形劇ではなく舞台いっぱい

に繰り広げられるダイナミックな躍動感あふれる人形劇

であること、人形劇を観る機会が少ないお父さんたちに

も観てほしい、との言葉にみな作品への期待が高まりま

した。八千代市内の子どもたちはもちろん、お父さんた

ちにも観てもらいたい！と、夫や友人などに、会員一同

ワクワクしながら声をかけ頑張りました。

会員全員が参加できる「アラビアンナイトプロジェク

ト」を立ち上げ当日までの取り組みを考えていきました。

市内中にポスターを張ってもらおう！と一人一人が頼め

るお店などにお願いしたり、ちょっと敷居が高かった学

校などにもチャレンジ！市内すべての学校が快くチラシ

を配布してくれました。当日、たくさんの人が集うホワ

イエはどんな雰囲気にしようか？ どんな言葉でお誘い

しようかなどを話合いました。また、子どもたちに興味

を持ってもらうために、大野さんによる立ち回りのワー

クショップを開催しました。子どもたちは、セリフを覚

え、新聞紙でつくった剣をかっこよく振りかざし、いき

いきと楽しんでいる姿をみせてくれました。ややナナメ

に構えていた小学校高学年の子どもたちもすっかり夢中

になり、さらに作品への期待が膨らみました。

八千代市文化・スポーツ振興財団が共催となったこと

でチケットの取り扱い、会場費が免除となったことも大

きな力となりました。ふくろうＦＭの後援を頂き、初体

験のコミュニティーラジオ出演もして作品の PR を行い

ました。他に市報掲載、地域新聞、地域情報サイトなど

あらゆる広報媒体を利用し『アラビアンナイト』を広め

ていきました。

当日のホワイエは、あちこちで参加者同士の談笑や

祖父母も一緒の家族連れのほほえましい姿、お誘いし

た人を笑顔で歓迎している会員など、大賑わいでした。

アラビア語の紹介コーナーや会員が手作りしたとは思

えないほどクオリティの高い『アラビアンナイト』の

魔人と一緒に撮れるフォトコーナーが出現。アラビア

風手作りグッズに、中学生たちはチャイの販売に、小

学生たちはアラビヤンやきそば売りに励んで、開場前

から熱気があふれていました。また、オーエンス八千

代ギャラリー協力のもと巨大オブジェ「千夜一夜物語」

もホワイエに花をそえてくれました。

この作品は男の子の心の成長物語りでもあり、異国

のアラビアへのファンタジーを感じる、力のある作品

で、大人も子ども楽しみました。

アンケートからも子どもから大人まで年齢にかかわ

らず、楽しかった、迫力があった、ドキドキしたなど

満足していることがわかりました。「子どもの付き添い

で期待せずに来たのですが、とてもおもしろく、楽し

むことができました」、「行く前に人形劇かぁといって

いた小 5 の息子が、劇を観たあととても楽しかったと

言っていた」と、一番観てもらいたかったお父さんや

男の子からの声もありました。

半年間、会員の力を結集し、大人も子どもたちも、

ひとり一人が自分にできることを考え行動した、『アラ

ビアンナイト』は大成功でした。

親子で、家族で、そして三世代で楽しめたこの経験

は、あらためて良い作品を地元で家族や仲間とみる良

さを再確認させてくれました。今後も舞台芸術を中心

に人と人がつながり、子どもたちが豊かに育っていく

八千代にしていきたいと思っています。

子どもネット八千代 内藤めぐみ

総会も無事終了。今年度は乳幼児の継続してきた事業を大切にしつつ新たな事業への挑戦も始まります。

また文化庁の芸術家派遣事業の千葉県版を教育委員会へ提案していくという挑戦もあります。県内５４

市町村への行政訪問、重要な役割になってきました。（綿貫）

日時：2019年 5月 12日（日）18時開演

場所：八千代市市民会館大ホール

参加人数：567人（会員 242人 一般、賛助、他 225人）

特定非営利活動法人 子どもネット八千代



団体名 作品名 日程 開演時間 場所 主催団体 観客対象

◇ 劇団俳協 かいけつゾロリ まほうつかいのでし 8/31 14:30 市川市文化会館小ホール 市川北 低学年

◇ 劇団風の子 風の子バザール 9/29 未定 成田市内か富里市内 成田 幼児～大人

◇ 劇団風の子中部 ギャング・エイジ 10/27 未定 千葉県教育会館ホール 千葉中央 小1～大人

◇ 諸岡塾 ビューティフルドリーマー 11/10 未定 南行徳市民センター(予定) 市川行徳 高学年～大人

◇ けんけんくじら おはなしくじらのおもちゃばこ 11/23 未定 南行徳市民センター(予定) 市川行徳 幼児～大人

◇ 青年劇場 あの夏の絵 11/24 15:00 佐倉市民音楽ホール
こどものあし
たﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 小4～大人

団体名 作品名 日程 開演時間 場所 主催団体 観客対象

☆ ほんわかシアター トラックとらすけ 8/31 13:30 千葉市民会館小ホール 千葉北 幼児

☆ 江戸糸あやつり人形 ショ・ジョ・ジ 9/28 18:30 新習志野公民館 ならしの 小4～大人

☆ 人形劇団ののはな ともだちげきじょう 10/3 10:30 千葉市小中台地域福祉交流館 千葉北 0123歳児とその親

団体名 作品名 日程 開演時間 場所 主催団体 観客対象

♪
石川寛子　石川早苗
川瀬由紀子 012歳のためのバイオリンコンサート 8/25 11:00 八千代台文化センター 八千代 乳幼児親子

♪
石川寛子　石川早苗
川瀬由紀子 夏休みファミリーコンサート 8/25 15:00 八千代台文化センター 八千代 幼児小学生親子

♪ ざ　ちょんだらーず ざ☆ちょんだらーずライブ 11/9 未定 市川市内 市川北 高学年

団体名 作品名 日程 開演時間 場所 主催団体 観客対象

◎ JIN OFFICE
ジン・マサフスキーの「サイレント・コメ
ディー・マジック」 9/7 18:00 八千代市市民会館小ホール 八千代 小1～大人

◎ 三遊亭遊子 落語 9/29 17:00 袖ケ浦市民会館中ホール 袖ケ浦 小1～大人

　　　（子ども、おとな同額）

●県内の子ども劇場の鑑賞会で観たい作品がありまし

●下見等については千葉県内の申し合わせ

　・役員の下見は5名まで無料

　たら直接その団体にお問い合わせください。

　・その子どもは1人1,000円

　・その他は1人2,000円
舞台

なま情報












